






【研究の要約】

今年度はリサーチクェッションに基づき、全国電話相談室の実態調査、民間の革の根的母

子保健活動を探るため、育児雑誌の投稿欄に投稿してきた母親たちに、そのグループ活動

の内容などについて調査を行った。さらに、利用者のニードと評価を求めて、流通店舗内

の母子保健相談室に来室した相談者に対してアンケート調査を行った。また、農村部にお

ける歴史ある地域活動である愛育班活動について、住民の評価を計る目的で、地域住民に

対するアンケート調査を実施した。

また、子育て中の母親に対して提供される育児情報が氾濫しており、これらの情報過多が

育児不安等を煽っている。そこで、今年度は基礎的事項として、母親か受けた教育の中で

取得された保健の知識、母親たちの育児情報の受けとめ方、保健医療の専門家か提供する

育児情報の質の調査、母親たらに混乱を与えないような情報の提供の仕方について検討し

た。


